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区
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
昭
和
6
0
年
第
2
回
定
例
会
で
の
審

議
内
容
な
ど
を
む
紹
介
し
ま
す
。

　
第
2
回
定
例
会
は
、
6
月
m
日
か
ら
1
7
日
ま
で
、
8
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
本
会
議
で
は
各
会
派
の
代
表
質
問
が
、
2
日
目
に
は
8
人
の
議
員
に
よ
る
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
に
は
、
基
本
計
画
審
議
会
条
例
を
は
じ
め
二
十
三
の
案
件
が
区
長
よ

り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
四
件

O
区
民
健
康
村
建
設
工
事
（
富
士
山
地
区
土
木
工

事
）

　
契
約
金
額
H
一
億
五
七
〇
〇
万
円
　
工
期
1
1
6
1

　
年
3
月
2
8
日
　
園
路
、
広
場
、
管
理
施
設
、
排

　
水
、
防
災
施
設
、
電
気
設
備
、
修
景
施
設
、
休

養
施
設
、
櫨
栽
．

○
桜
町
小
学
校
体
育
館
改
築
工
事

　
契
約
金
額
H
二
億
八
六
〇
〇
万
円
　
工
期
打
6
1

　
年
3
月
5
日
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

　
（
体
育
室
、
事
務
室
、
ス
テ
ー
ジ
、
更
衣
室
、
倉

庫
な
ど
）

O
山
野
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事

　
契
約
金
額
H
一
億
一
二
〇
〇
万
円
　
工
期
”
61

　
年
3
月
2
0
日
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

　
（
ス
テ
ン
レ
ス
製
大
プ
ー
ル
2
5
×
10
（
m
）
、
ガ
ラ

　
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
小
プ
ー
ル
ー
0
×

　
5
（
m
）
、
更
衣
室
、
監
視
室
、
器
具
庫
な
ど
）

O
尾
山
台
中
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事

　
契
約
金
額
随
一
億
六
〇
〇
万
円
　
工
期
“
6
1
年

　
3
月
1
7
日
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
ス
テ
ン

　
レ
ス
製
プ
ー
ル
2
5
×
12
（
m
）
、
更
衣
室
、
監
視

　
室
、
器
具
庫
な
ど
）
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民
間
と
自
治
体
が

協
力
し
て

創
意
あ
ふ
れ
る
区
政
を

　
姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
の
た
め
に
、
本
区
を

訪
れ
て
お
り
ま
し
た
ウ
ィ
ー
ン
市
ド
ゥ
ブ
リ
ン

グ
区
の
使
節
団
の
一
行
は
、
区
民
並
び
に
議
会

の
皆
様
の
温
か
な
歓
迎
に
心
か
ら
感
謝
を
し
つ

つ
、
無
事
帰
国
さ
れ
た
こ
と
を
、
ま
ず
、
O
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
先
ご
ろ
、
上
馬
に
お
住
ま
い
の
塩
田
サ
キ
さ

ん
よ
り
、
北
大
路
魯
山
人
の
す
ば
ら
し
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
区
民

の
財
産
と
し
て
美
術
館
に
収
蔵
し
、
大
切
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
喜
多
見
九
丁
目
の
小
田
急
電
鉄
の
用

地
に
、
同
社
の
ご
好
意
に
よ
り
、
少
年
野
球
場

と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
設
置
さ
れ
、
狛
江
市
と

●
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
三
件

O
成
城
五
、
八
丁
目
付
近

　
契
約
金
額
11
一
億
一
二
〇
〇
万
円

　
工
期
“
6
1
年
3
月
2
7
日

レ
O
船
橋
四
、
七
丁
目
付
近

　
契
約
金
額
隔
二
億
三
八
五
〇
万
円

　
工
期
H
6
1
年
3
月
2
7
日

O
上
祖
師
谷
一
、
二
丁
目
付
近

　
契
約
金
額
H
二
億
三
八
O
O
万
円

　
工
期
”
6
1
年
3
月
2
7
日

●
財
産
（
美
術
品
）
の
取
得

O
絵
画

　
取
得
金
額
H
六
五
〇
〇
万
円

　
作
品
名
H
「
散
歩
」
（
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
作
）

●
条
例
の
一
部
改
正
　
六
件

○
基
本
計
画
審
議
会
条
例

　
新
た
な
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
基
本
計

　
画
審
議
会
の
委
員
の
構
成
を
改
め
た
。

0
特
別
区
税
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
特
別
徴
収
納
入
書

　
の
様
式
変
更
や
、
配
当
所
得
に
係
る
課
税
の
特

　
例
を
改
正
し
た
こ
と
な
ど
。

○
区
民
会
館
条
例

　
玉
川
区
民
会
館
の
集
会
室
の
増
設
に
伴
い
、
そ

　
の
使
用
料
を
新
た
に
定
め
た
。

　
使
用
料
金
口
一
二
〇
〇
～
八
八
0
0
円

O
水
防
・
応
急
措
置
従
躯
者
の
損
害
補
償
条
例

　
補
償
基
礎
額
を
増
額
し
た
。

O
児
童
育
成
手
当
条
例

　
育
成
手
当
を
八
O
O
O
円
（
現
行
七
五
〇
〇
円
）
、

　
障
害
手
当
を
一
万
円
（
同
九
五
〇
〇
円
）
に
引

き
上
げ
た
。

O
自
転
車
等
放
置
防
止
条
例

　
豪
徳
寺
自
転
車
等
駐
噸
場
（
宮
坂
二
丁
目
2
6
1

　
1
先
）
（
有
料
）
を
新
設
し
た
。

●
区
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
　
七
件

廃止 認　　定 区
分
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共
同
で
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
身
体
障
害
者
の
授
産
施
設
と
し
て
、

「
岡
本
福
祉
年
業
ホ
ー
ム
」
が
こ
の
た
び
落
成
し
ま

し
た
。
施
設
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
豊
富
な
経

験
と
実
績
を
持
つ
社
会
福
祉
法
人
「
泉
会
」
の
協

力
葱
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
申
し
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う
に
、
民
間
の

方
々
の
区
政
に
対
す
る
O
協
力
に
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
て
民
間
と
自
治
体
が
協
力
し

て
創
意
あ
ふ
れ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
そ
、
一

層
の
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
4
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
「
都
市
整
備

方
針
」
は
、
住
宅
都
市
世
田
谷
と
し
て
の
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
、

活
力
の
あ
る
自
立
し
た
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
す
も

の
で
、
今
後
の
本
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー
ド
面

で
の
骨
格
を
な
す
も
の
で
す
。
今
後
、
個
々
の
事

業
を
通
じ
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
現
行
の
「
基
本
計
圃
」
は
昭
和
54
年
に
策
定
さ

●
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　
議
会
と
し
て
、
内
山
武
次
議
員
（
自
民
）
、
本
多

　
シ
ズ
エ
議
員
（
無
・
社
民
ク
）
を
そ
れ
ぞ
れ
区

　
長
に
対
し
て
推
薦
し
た
。

●
監
査
委
員
（
知
識
経
験
者
）
選
任
の
同
意

　
志
饅
　
B
擁
（
元
東
京
都
総
務
局
主
席
監
察
員

　
　
　
　
　
　
　
6
1
歳
・
新
）
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轍

れ
、
世
田
谷
区
に
お
け
る
福
祉
社
会
の
実
現
に
歎

向
け
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
が
、
　
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
ほ
ど
改
定
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
献

す
。
新
た
な
基
本
計
画
は
、
こ
の
間
の
予
想
以
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
の
急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
さ
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
に
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21

世
紀
の
世
田
谷
へ
の
「
か
け
は
し
」
と
な
る
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
計
圃
の
策
定
献

に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
区
民
の
意
向
を
反
映
で
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
る
仕
組
み
を
設
け
、
計
画
が
区
民
と
区
政
の
献

共
有
財
産
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
特
別
区
制
度
の
改
革
で
は
、
去
る
5
月
、
2
3
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
の
区
長
会
と
議
長
会
の
合
同
会
議
で
、
基
本
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
方
向
に
つ
い
て
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
こ
と
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
大
き
な
前
進
を
見
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
鰍

都
区
間
の
合
意
形
成
に
向
け
て
、
区
民
の
理
解
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
支
持
を
得
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
献

　
今
後
と
も
健
全
財
政
を
基
本
に
、
効
率
的
な
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
運
営
に
努
め
、
諸
施
策
の
実
現
に
努
力
し
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ま
い
る
所
存
で
す
。
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活
力
あ
る

行
財
政
運
営
で

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

1
自
由
民
主
党
ー

質
間
　
2
1
世
紀
を
展
望
し
た
財
政
見
通
し
は
ど
う

か
。
大
型
施
設
完
成
後
の
運
営
経
費
や
都
市
基
盤

の
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
の
方
策
も
示
せ
。
ま

た
、
簡
素
で
効
率
的
な
財
政
運
営
を
進
め
る
に
は
、

行
政
体
質
の
改
善
が
必
要
だ
。
ま
ず
、
人
件
費
を

抑
制
す
る
た
め
事
務
事
業
の
外
部
委
託
を
進
め
よ
。

さ
ら
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
も
図
れ
。

区
長
　
長
期
的
な
見
通
し
の
も
と
に
弾
力
的
な
財

政
運
営
に
努
め
、
さ
ら
に
財
政
体
質
を
強
化
し
て

い
く
。
施
設
は
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
経
費
は

適
正
な
負
担
を
求
め
た
い
。
都
市
基
盤
の
整
備
で

は
、
国
や
都
の
補
助
金
、
民
間
資
金
の
活
用
や
新

た
な
財
源
の
確
保
に
も
努
め
る
。
効
率
的
な
行
政

運
営
に
は
、
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　
基
本
計
画
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の

よ
う
な
理
念
と
視
点
で
臨
む
の
か
。
ま
た
、
都
市

基
盤
の
骨
格
で
あ
る
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

下
水
道
の
普
及
、
鉄
道
の
立
体
化
、
南
北
交
通
網

の
確
保
な
ど
の
課
題
と
と
も
に
、
新
基
本
計
画
に

も
盛
り
込
み
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
全
力
を
注
げ
。

区
長
　
人
間
尊
重
の
理
念
の
も
と
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン

都
市
琶
田
谷
の
一
暦
の
発
展
を
め
ぎ
し
て
改
定
す

る
。
都
市
基
盤
の
整
備
は
、
こ
の
ほ
ど
策
定
し
た

「
都
市
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
推
進
す
る
。
と
り
わ

け
生
活
道
路
整
備
に
は
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

質
問
　
特
別
区
制
度
の
改
革
へ
の
2
3
区
の
見
解
が

ま
と
ま
っ
た
。
区
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
せ
よ
。

助
役
　
制
度
の
改
革
に
は
、
区
民
の
理
解
と
支
持

が
必
要
だ
。
今
後
も
P
R
を
充
実
し
て
い
く
。

質
問
　
学
校
で
の
「
い
じ
め
」
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
対
応
策
を
講
じ
よ
。

教
育
長
　
教
育
相
談
な
ど
を
充
実
す
る
と
と
も
に

対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
こ
れ
か
ら
の
福
祉
行
政
は
、
区
民
の
立
場

に
立
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。
区
は
今
後
の
福
祉
行
政
へ
の
取
り
組
み
で

は
、
ど
こ
に
璽
点
を
置
く
の
か
。
福
祉
と
保
健
の

連
携
の
方
策
も
示
せ
。
ま
た
、
老
人
住
宅
の
増
設
、

デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
の
拡
充
な
ど
に
努
め
よ
。
児
童

館
の
増
設
も
図
れ
。
区
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の
実

態
と
そ
の
対
策
を
示
せ
。

区
長
　
助
役
　
婦
人
児
童
部
長
　
今
後
も
区
民
や

福
祉
団
体
と
協
働
し
、
地
域
で
「
創
り
あ
げ
る
福

祉
」
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
く
。
福
祉
、
保
健

の
両
分
野
の
体
制
を
整
備
し
、
連
携
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
た
い
。
高
齢
化
社
会
に
備
え
、
老
人
施
策

の
充
実
に
も
努
め
る
。
児
童
館
の
適
正
配
置
に
努

，
力
す
る
。
青
少
年
育
成
総
合
計
画
の
施
策
を
推
進

し
、
い
じ
め
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
区
は
街
づ
く
り
を
強
力
に
進
め
て
い
る
が
、

道
路
が
未
整
備
な
た
め
に
交
通
間
題
が
山
積
し
て

い
る
。
道
路
整
備
を
強
力
に
推
進
せ
よ
。
ま
た
、

南
北
交
通
の
不
便
を
解
消
す
る
た
め
、
環
8
へ
の

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
バ
ス
路
線
の
充
実
を

図
れ
。
小
田
急
線
の
立
体
化
や
環
7
の
沿
道
整
備

事
業
へ
の
取
り
組
み
も
示
せ
。
区
画
整
理
予
定
地

域
で
あ
っ
て
も
、
道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る

地
区
に
は
下
水
道
を
早
急
に
敷
設
せ
よ
。
区
民
施

設
の
適
正
配
置
に
も
努
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
生
活
幹
線
道
路
優
先
整
備
路
線
を

定
め
、
積
極
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。
新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
建
設
や
バ
ス
路
線
網
の
充
実
は
、
関

係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く
。
沿
道
の
整
備
は
、

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
整
備
計
画
を
策
定
中
だ
。

鉄
道
立
体
化
は
、
地
元
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
。
施
設
の
適
正
な
配
置
に
努
め
る
。

質
問
　
文
化
都
市
世
田
谷
に
ふ
さ
わ
し
い
平
和
都

市
宣
言
を
一
日
も
早
く
行
え
。
ま
た
、
職
員
の
汚

職
事
件
の
再
発
を
防
ぐ
よ
う
厳
し
く
指
導
せ
よ
。

臨
調
行
革
路
線
の
鈴
木
都
政
は
、
福
祉
予
算
の
切

り
詰
め
な
ど
、
そ
の
反
都
民
性
が
明
ら
か
だ
。
国

も
ま
た
、
老
人
や
家
族
の
要
求
を
無
視
し
た
「
老

人
に
関
す
る
新
医
療
・
福
祉
施
策
新
体
系
構
想
」

で
寝
た
き
り
老
人
の
切
り
捨
て
を
図
っ
て
い
る
。

区
は
こ
れ
ら
に
追
随
せ
ず
、
老
入
福
祉
施
策
の
向

上
に
努
め
よ
。
都
市
型
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
老
人
の
自
主
性
を
引
き
出
す
介
護
方

法
を
採
用
せ
よ
。
ま
た
、
同
様
な
立
場
で
区
内
の

公
立
病
院
と
協
同
し
て
、
特
別
養
護
施
設
を
設
置

せ
よ
。
さ
ら
に
、
・
区
独
自
で
老
人
医
療
費
の
一
部

助
成
制
度
も
作
れ
。

区
長
　
助
役
　
老
人
施
設
の
あ
り
方
は
、
老
人
の

自
立
自
助
能
力
の
維
持
、
向
上
を
め
ざ
す
も
の
と

考
え
る
。
特
別
養
護
施
設
の
実
現
に
は
、
引
き
続

き
努
力
す
る
。
老
人
医
療
費
の
一
部
助
成
は
難
し

い
。

質
問
　
地
球
的
規
模
で
森
林
破
壊
、
緑
地
の
砂
漠

化
が
進
行
し
て
い
る
。
区
は
自
然
保
護
計
圃
を
策

定
し
た
が
、
着
実
に
緑
被
率
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
だ
。
ま
ず
、
岡
本
静
嘉

堂
周
辺
一
帯
の
樹
林
地
の
取
得
に
努
め
よ
。
国
分

寺
崖
線
の
湧
水
復
活
の
た
め
、
雨
水
の
浸
透
で
地

下
水
の
滴
養
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
活
排
水
を

浄
化
し
て
地
下
還
元
す
る
方
式
を
取
り
入
れ
よ
。

区
長
　
地
域
と
一
体
と
な
り
、
み
ど
り
の
量
的
確

保
を
一
層
進
め
た
い
。
岡
本
静
嘉
堂
周
辺
は
、
可

能
な
限
り
取
得
に
努
め
た
い
。
雨
水
浸
透
設
備
の

普
及
に
も
努
め
る
。
生
活
排
水
の
地
下
還
元
法
は
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

囲
蒙
．
奮
冨
、
柑
．
、
早
急
に

碧

藏
囹

質
問
　
今
世
界
は
、
S
D
I
構
想
を
は
じ
め
と
す

る
際
限
の
な
い
核
軍
拡
競
争
に
よ
ρ
て
「
核
の
冬
」

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、

核
廃
絶
、
軍
備
縮
小
を
求
め
る
国
際
世
論
は
日
増

し
に
高
ま
っ
！
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
区
議
会

は
去
る
5
月
「
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」

を
採
択
し
た
。
区
と
し
て
も
早
急
に
宣
言
を
行
え
。

ま
た
、
区
民
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く

た
め
の
P
R
も
併
ぜ
て
進
め
て
い
け
。
記
念
碑
や

記
念
像
の
建
立
も
考
え
よ
。

区
長
　
現
在
、
宣
言
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。
『
区
の
お
し
ら
せ
』
な
ど
で
周
知
を
図
る
。
記

念
碑
な
ど
は
検
討
し
て
み
た
い
。

質
問
　
2
3
区
長
会
、
議
長
会
の
合
同
会
議
で
基
本

的
方
向
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
特
別
区
制
度
の
改

革
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
都
と
の
合
意
形

成
に
向
け
、
市
制
実
現
を
め
ざ
し
、
財
政
自
主
権

の
確
立
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
め
。

区
長
　
財
政
自
主
権
を
確
立
し
、
市
制
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く
。

質
問
　
寝
た
き
り
老
人
、
痴
呆
性
老
人
が
増
え
ぬ

よ
う
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
C
T
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
活

用
し
て
、
予
防
策
を
講
じ
よ
。
ま
た
、
ス
キ
ャ
ナ

ー
の
増
設
と
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
も
図
っ
て
い
け
。

区
長
　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
た
い
。
ス

キ
ャ
ナ
ー
の
利
用
は
検
討
し
た
い
。

質
問
　
大
気
汚
染
な
ど
の
公
害
対
策
で
は
、
区
は

常
に
実
態
を
把
握
し
、
実
効
あ
る
対
策
を
立
て
る

よ
う
国
や
都
に
働
き
か
け
よ
。
ま
た
、
植
生
の
分

布
調
査
を
行
う
と
い
う
が
、
調
査
項
目
に
鳥
や
昆

虫
も
加
え
て
は
ど
う
か
。

助
役
　
対
策
は
国
や
都
に
強
く
働
き
か
け
る
。
鳥
、

魚
、
昆
虫
の
調
査
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
福
祉
の
組
織
作
り
で

福
祉
行
政
の

一
層
の
充
実
を

1
民
　
社
　
党
1

質
間
　
今
後
の
福
祉
行
政
で
は
、
老
人
や
障
害
者

が
快
適
に
社
会
生
活
を
営
め
る
社
会
を
形
成
す
る

こ
と
に
力
点
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
区
は
、

医
療
機
関
、
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と

協
働
関
係
を
深
め
、
互
い
に
助
け
合
う
地
域
福
祉

に
向
け
て
の
組
織
作
り
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
地

域
福
祉
で
は
祉
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
が
重
要
だ
。

三
協
議
会
の
一
本
化
に
努
力
せ
よ
。
福
祉
施
設
の

運
営
を
委
託
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
福
祉

の
人
的
資
源
の
供
給
の
核
と
な
る
よ
う
指
導
し
て

い
っ
て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
基
本
計
画
の
改
定

作
業
で
は
、
財
産
預
託
制
度
や
福
祉
基
金
の
創
設

な
ど
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
も
検
討
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
祉
会
の
変
化
に
対
応
し
て
適
切
な

福
祉
行
政
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
福
祉
の
地
域
組

織
作
り
は
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。
社
会
福
祉

協
議
会
の
一
本
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
進
ん
で
い

る
。
区
と
祉
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
分
担
を
明
ら

か
に
し
つ
つ
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
福
祉
の

充
実
に
貢
献
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
時
代
変
化

を
的
確
に
予
測
し
、
有
効
な
対
応
策
を
見
い
だ
し

て
、
基
本
計
画
の
改
定
作
業
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
　
特
別
区
制
度
の
改
革
で
は
、
2
3
区
で
基
本

的
方
向
が
確
認
さ
れ
た
。
市
並
み
の
権
能
を
め
ざ

す
区
は
、
い
つ
ま
で
も
都
の
傘
の
中
に
安
庄
す
る

こ
と
な
く
、
厳
し
さ
を
持
ち
、
自
ら
の
力
で
対
処

し
て
い
く
と
い
う
行
政
の
態
勢
を
早
急
に
確
立
せ

よ
。
ま
た
、
移
管
対
象
事
務
の
う
ち
ゴ
ミ
の
収
集

運
搬
は
、
区
の
全
く
未
経
験
の
仕
箏
だ
。
今
か
ら
、

受
入
れ
体
制
を
整
備
し
て
お
け
。

区
長
　
特
別
区
制
度
の
現
況
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
市
制
実
現
を
め
ぎ
し
て
、
市
に
負
け
な
い
力

を
蓄
え
た
基
礎
的
自
治
体
を
作
り
あ
げ
て
い
く
。

轟
一

　
噛
、
月
頻
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世
紀
を
め
ざ
し
た

教
育
行
政
の

確
立
を

－
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
！

質
問
　
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
、
臨

教
審
は
様
々
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。
区
は
、
a

匿
紀
に
向
け
、
住
民
要
望
に
こ
た
え
る
教
育
の
実

現
を
め
ざ
す
た
め
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
柱
会
聞
題
，
化
し
て
い
る

「
い
じ
め
」
や
「
登
校
拒
否
」
に
対
し
て
は
、
教
師

の
指
導
力
を
発
揮
さ
せ
て
対
処
せ
よ
。

教
育
長
　
生
涯
教
育
を
中
心
に
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
連
携
を
密
に
し
、
教
育
力
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
．
い
じ
め
な
ど
の
問
題
は
、
教
師
へ

の
研
修
を
実
施
し
、
対
策
に
努
め
て
い
る
。

質
問
「
人
づ
く
り
」
に
は
社
会
教
育
の
充
実
が
重

要
だ
が
、
具
体
的
な
事
業
は
縦
割
行
政
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
あ
り
方
を
再
検
討
せ
よ
。
改
選
期
を

迎
え
る
社
会
教
育
委
員
の
選
考
方
針
も
示
せ
。
市

民
大
学
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
え
。
教
育
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
教
育
委
員
、
社
会
教
育
委
員
、

議
会
の
文
教
委
員
の
交
流
の
場
を
設
け
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
事
業
の
実
施
体
制
は
、
基
本
計

画
の
策
定
年
業
の
中
で
調
整
を
進
め
る
。
社
会
教

育
委
員
は
、
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
選
任
し
た

い
。
市
民
大
学
の
運
営
は
、
区
民
の
広
範
な
参
加

を
促
す
方
策
を
考
え
て
い
く
。
各
委
員
の
交
流
は

検
討
し
て
み
た
い
。

質
問
　
施
設
建
設
の
際
は
そ
こ
に
至
る
道
路
、
交

通
機
関
の
確
保
が
重
要
だ
。
二
子
正
川
緑
地
運
動

場
周
辺
の
道
路
、
駐
車
場
の
整
備
を
早
急
に
行
え
。

区
長
　
運
動
場
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
は
、
地
元

と
の
合
意
を
得
て
進
め
た
い
。

質
問
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老
人
と
子
が
同
居

で
き
る
よ
う
増
築
資
金
の
融
資
制
度
を
見
直
せ
。

助
役
　
老
人
福
祉
の
観
点
か
ら
も
重
要
と
考
え
る
。

融
資
可
能
な
方
法
を
運
用
の
中
で
検
討
し
た
い
。
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び
し
ド
と
リ
コ
け
コ
が
ロ

自
民
　
緑
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
緑
豊
か
な

環
境
は
、
都
市
の
生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
だ
。
緑
の
復
権
を
新
し
い
基
本
計
画

に
、
ど
う
位
置
付
け
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
国
は

”
都
市
の
緑
3
倍
増
構
想
”
を
実
現
す
る
た
め
、
「
都

市
緑
化
推
進
計
画
」
の
策
定
を
求
め
て
き
て
い
る

が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
緑
化
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
区
民
の
参
加
と
協
力
も
是
非
必
要
だ
。

民
間
の
緑
化
活
動
を
積
極
的
に
援
助
し
、
”
緑
い
っ

ぱ
い
運
動
”
を
展
聞
せ
よ
。
緑
化
を
義
務
付
け
る

方
策
も
考
え
て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
ウ
ィ
ー
ン

市
ド
ゥ
ブ
リ
ン
グ
区
と
は
、
緑
を
通
じ
た
交
流
も

実
施
せ
よ
。
緑
化
を
総
合
的
、
体
系
的
に
推
進
で

き
る
よ
う
、
区
の
組
織
の
見
直
し
を
図
れ
。

区
長
　
助
役
　
緑
被
率
の
向
上
を
ま
ち
づ
く
り
箏

業
と
さ
ら
に
関
連
さ
せ
て
、
緑
の
保
全
と
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
国
の
構
想
の
趣
旨
は
、
基
本

計
画
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
区
民
の
参
加

意
識
や
自
然
保
護
意
識
の
高
揚
は
、
今
後
も
一
暦

努
め
て
い
く
。
緑
化
義
務
を
課
す
こ
と
は
難
し
い
。

緑
の
交
流
は
検
討
し
た
い
。
各
部
の
連
携
を
さ
ら

に
充
実
強
化
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

共
産
　
文
化
財
、
史
跡
の
場
所
を
示
す
「
道
し
る

べ
」
は
、
文
化
遺
産
を
日
常
的
に
街
に
活
か
し
、

自
分
た
ち
の
住
む
街
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

モ
デ
ル
地
域
を
手
始
め
に
、
「
道
し
る
べ
」
を
設
置

し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

企
画
・
社
会
教
育
部
長
「
せ
た
が
や
百
景
」
な
ど

に
、
順
次
サ
イ
ン
や
案
内
板
を
立
て
て
い
く
。
史

跡
コ
ー
ス
ヘ
の
「
道
し
る
べ
」
の
設
置
は
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
き
め
細
か
な
行
政
を

　
　
　
　
　
　
　
　
展
開
せ
よ

　
ー
ー
㌧
尊
耐
霧
蓉
弾
壌

民
社
　
区
政
の
め
ざ
す
地
域
行
政
を
着
実
に
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で
の
住
民
参
加
を
定

着
さ
せ
、
き
め
細
か
な
行
政
を
地
域
の
中
で
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
区
政
と
区
民
の
接
点
と
も

い
え
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
制
度
の
活
用
や
区
政

協
力
団
体
の
協
力
を
得
て
、
強
力
に
取
り
組
め
。

ま
た
、
参
事
制
度
を
十
分
に
機
能
さ
せ
て
、
総
合

的
な
推
進
体
制
を
確
立
せ
よ
。

助
役
　
推
進
員
や
各
種
団
体
を
は
じ
め
、
地
域
住

民
と
手
を
携
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。
総
合
的
な
体
制
の
確
立
は
、
一
層
努
力

し
て
い
く
。

自
民
　
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、

区
全
域
を
住
民
の
日
常
生
活
の
行
動
範
囲
で
と
ら

・園で
ン

！
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紳

え
直
し
、
地
域
O
と
の
実
態
を
調
査
せ
よ
。
ま
た
、

結
果
を
基
本
計
画
の
改
定
作
業
に
取
り
入
れ
よ
。

企
画
部
長
　
同
種
の
調
査
を
行
う
予
定
だ
。
結
果

は
今
後
の
施
策
に
で
き
る
限
り
反
映
さ
せ
て
い
く
。

公
明
　
集
会
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
の
検
討
は
、

進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
野
毛
、
上
野
毛
地
域

へ
の
集
会
施
設
の
設
置
も
考
え
よ
。

助
役
　
区
民
部
長
　
施
設
運
営
に
は
十
分
注
意
す

る
。
会
館
の
未
整
備
地
域
も
含
め
今
後
検
討
す
る
。

　
　

共
産
　
養
護
学
校
の
卒
業
生
の
受
け
入
れ
先
を
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
、
父
母
の
高
齢
化
に
伴
う
親

亡
き
後
の
生
活
を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
、
生
活
、

技
術
訓
練
も
含
め
、
精
神
薄
弱
者
へ
の
総
合
的
な

対
策
を
打
ち
出
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
、
養
護

学
校
、
P
T
A
、
家
庭
の
父
母
、
社
会
福
祉
法
人
、
専

門
家
な
ど
に
呼
び
か
け
て
、
日
常
的
に
憐
報
交
換

や
経
験
交
流
が
で
き
る
ゆ
る
や
か
な
「
懇
話
会
」
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

助
役
　
福
祉
部
長
　
受
け
入
れ
先
は
、
長
期
的
展

望
も
含
め
、
2
3
区
で
緊
急
に
検
討
し
て
い
る
。
親

亡
き
後
の
対
策
は
、
都
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
援

助
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。
「
障
害
者
施
設
の
あ
り

方
検
討
会
」
へ
の
親
の
会
の
参
加
も
考
え
た
い
。

社
会
　
「
集
合
住
宅
等
指
導
要
綱
」
な
ど
に
よ
る
行

政
指
導
は
、
法
令
の
不
備
を
補
い
、
無
秩
序
な
乱

開
発
な
ど
か
ら
都
市
環
境
を
守
っ
て
き
た
。
建
設

省
は
、
指
導
要
綱
の
規
制
緩
和
を
求
め
て
通
達
を

押
し
付
け
て
き
た
が
、
住
民
無
視
の
開
発
に
利
す

る
も
の
だ
。
住
み
良
い
環
境
を
守
る
た
め
、
要
綱

に
よ
る
行
政
指
導
を
後
退
さ
せ
る
な
。
要
綱
の
見

直
し
を
図
る
と
い
う
が
、
内
容
を
示
せ
。

助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
要
綱
行
政
は
、
社
会
的

に
定
着
し
た
政
策
で
あ
り
、
一
定
の
役
割
を
果
し

て
い
る
。
見
直
し
は
、
後
退
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
よ
り
柱
会
的
合
意

の
得
ら
れ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
行
う
。

自
民
　
下
北
沢
の
ま
ち
づ
く
り
で
億
、
ま
ず
、
区

が
、
小
田
急
線
の
立
体
化
問
題
で
、
明
確
な
方
針

を
打
ち
出
せ
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事

業
は
、
四
商
店
街
の
連
続
性
に
配
慮
し
て
進
め
よ
。

駐
輪
場
の
設
置
に
も
努
め
よ
。
井
の
頭
線
の
線
路

下
の
有
効
利
用
も
考
え
よ
。
北
沢
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
も
示
せ
。
さ
ら

に
、
区
の
指
導
性
を
発
揮
し
て
、
地
域
全
体
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
各
事
業
を
進
め
て
い
け
。

助
役
　
立
体
化
は
地
元
の
合
意
を
得
て
、
事
業
化

す
る
よ
う
努
め
る
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事
業
は
調
整

を
図
っ
て
進
め
た
い
。
民
営
駐
輪
場
の
育
成
な
ど

に
努
力
す
る
。
線
路
下
の
利
用
は
難
し
い
。
防
災

ま
ち
づ
く
り
は
具
体
的
に
進
ん
で
い
る
。
地
域
全

体
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

各
事
業
を
整
合
さ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
　
区
の
駐
輪
場
は
、
置
場
の
幅
が
狭
く
、
出

し
入
れ
に
不
便
だ
。
広
く
せ
よ
。
放
置
自
転
車
の

集
積
所
は
、
経
費
負
担
の
よ
り
少
な
い
場
所
と
せ

よ
。
尾
山
台
駅
周
辺
に
も
、
駐
輪
場
を
設
置
せ
よ
。

士
木
部
長
　
当
面
、
現
行
の
幅
で
我
慢
し
て
ほ
し

い
。
集
積
所
の
設
置
で
は
、
経
費
面
も
考
慮
し
た

い
。
駐
輪
場
の
設
置
は
、
慎
璽
に
検
討
し
て
い
く
。

公
明
　
等
々
力
渓
谷
を
流
れ
る
谷
沢
川
の
水
質
改

善
や
、
家
庭
雑
排
水
の
流
入
防
止
へ
の
取
り
組
み

状
況
を
示
せ
。
ま
た
、
水
を
主
体
に
し
た
環
境
整

備
を
、
次
の
基
本
計
画
へ
組
み
入
れ
よ
。
さ
ら
に
、

丸
子
川
下
流
の
河
川
改
修
や
、
洪
水
時
の
溢
水
対

策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

区
長
　
士
木
部
長
　
水
質
は
年
々
改
善
し
て
い
る
。

都
と
協
力
し
、
下
水
道
利
用
の
P
R
や
、
清
流
復

活
に
努
力
し
て
い
く
。
河
川
改
修
や
溢
水
対
策
に

は
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

社
会
　
土
地
区
画
整
理
予
定
区
域
で
の
下
水
道
整

備
で
は
、
後
の
区
画
整
理
を
妨
げ
な
い
手
法
で
、

先
行
的
に
行
え
る
地
域
も
あ
る
。
関
係
住
民
の
理

解
と
協
力
を
得
て
促
進
せ
よ
。
P
R
の
徹
底
、
説

得
活
動
を
十
分
に
行
え
。
ま
た
、
こ
れ
に
係
る
庁

内
の
執
行
体
制
の
整
備
も
図
れ
．

士
木
部
長
　
実
現
可
能
な
手
法
で
、
区
民
の
期
待

に
こ
た
え
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
年
成
巾
だ
。
可

能
な
限
り
、
執
行
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

無
・
社
民
ク
区
の
「
図
書
館
資
料
管
理
規
程
」
，

は
、
図
書
の
選
定
に
あ
た
っ
て
、
特
定
思
想
を
正

当
化
し
た
り
党
派
的
偏
見
に
満
ち
て
い
る
も
の
な

ど
は
除
く
べ
き
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
親
子
読

書
会
用
の
図
書
は
、
「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣

言
」
に
う
た
わ
れ
て
い
る
資
料
収
集
の
自
由
を
主

張
す
る
読
書
会
の
要
望
ど
お
り
、
思
想
性
や
政
党

色
の
強
い
も
の
が
購
入
さ
れ
て
い
て
、
民
話
や
伝

説
、
古
典
的
名
作
な
ど
は
皆
無
で
あ
る
と
い
う
の

が
実
情
だ
。
こ
の
こ
と
を
教
育
委
員
会
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
判
断
力
の
な
い
子
供
に

対
し
、
本
を
押
し
付
け
、
読
書
指
樽
を
行
う
こ
と

は
、
読
書
の
自
由
の
問
題
で
は
な
く
、
ま
さ
に
教

育
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
政
治
的
。
思
想
的
教

育
で
あ
れ
ば
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
政
治
活

動
や
思
想
教
育
を
行
っ
て
い
る
読
書
会
を
社
会
教

育
団
体
と
認
め
、
区
で
助
成
す
る
の
は
問
題
で
は

な
い
の
か
。

教
育
長
　
資
料
管
理
規
程
は
、
自
由
に
関
す
る
宣

．
菖
の
精
神
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

基
づ
き
図
酪
の
選
定
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
、
よ
り
良
い
図
書
館
行
政
を
め
ざ
し
て
い
く
。

共
産
　
図
書
館
行
政
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
に
は
、

由げ

門
職
で
あ
る
司
淋
の
配
置
率
を
高
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。
希
望
者
全
員
に
資
格
取
偲
研
修
を
受
け

さ
せ
よ
。
新
設
す
る
中
央
図
書
館
に
は
、
豊
か
な

経
験
と
高
い
識
見
を
持
っ
た
館
長
を
迎
え
よ
。
ま

た
、
今
後
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
国
庫
補
助
金

が
得
ら
れ
る
よ
う
専
門
職
の
配
置
に
も
努
め
よ
。

さ
ら
に
、
図
爵
館
法
に
基
づ
く
「
図
書
館
協
議
会
」

を
設
置
せ
よ
。
地
域
図
書
館
を
補
完
し
て
い
る
、

自
動
車
図
謎
館
の
移
転
先
を
早
く
見
つ
け
る
と
と

も
に
、
ま
ち
か
ど
図
書
室
の
運
営
方
式
の
改
善
に

も
努
め
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
社
会
教
育
部
長
　
司
書
に
よ
る

専
門
職
制
度
の
実
現
は
難
し
い
が
、
研
修
の
受
講

者
は
、
増
員
に
努
め
る
。
中
央
図
書
館
長
の
人
事

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
図
書
館
の
新

設
で
は
、
国
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
条
件
を

整
備
し
て
い
く
。
図
書
館
協
議
会
の
設
置
は
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
自
動
嘩
図
書
館
の
移
転

先
は
、
近
く
決
定
す
る
見
込
み
だ
。
ま
ち
か
ど
図

爵
室
の
改
善
に
は
、
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

民
社
　
教
師
の
自
覚
の
欠
如
や
專
門
知
識
の
不
足

か
ら
、
学
校
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
。
研
究

奨
励
校
。
課
題
校
制
度
は
、
教
師
の
専
門
性
を
高

め
る
と
と
も
に
協
働
体
制
を
作
り
上
げ
、
学
校
の

活
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
変
有
効
な
も

の
だ
．
重
算
の
十
分
な
増
額
や
退
職
校
．
長
の
活
用

を
図
っ
て
、
全
校
で
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
重
要
な
施
策
な
の
で
今
年
度
か
ら
予
算

を
大
幅
に
増
額
し
た
。
今
後
も
強
化
、
拡
充
を
図

っ
て
い
く
。
退
職
校
長
の
活
用
は
検
討
し
た
い
。
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膿醸r市Jにしよう
　　　　　　身近な行政で豊が襯期

審
議
が
終
っ
た
も
の

團
取
下
承
認
二
件

◇
公
共
大
型
駐
単
場
設
置
等
に
関
す
る
講
願
（
三

軒
茶
屋
地
区
）

◇
第
三
ヒ
ミ
コ
コ
ー
ト
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　
（
南
鳥
山
六
丁
目
16
）

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

圏
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
　
四
件

0
国
家
機
密
法
案
反
対
に
関
す
る
請
願

O
「
日
の
丸
」
「
君
が
代
」
強
制
に
反
対
す
る
請
願

O
「
日
の
丸
」
「
君
が
代
」
強
制
に
反
対
す
る
請
願

O
幼
稚
園
類
似
施
設
の
援
助
に
関
す
る
請
願

■
福
祉
保
健
委
員
会
へ
付
託
五
件

O
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
等
に
関
す
る
請

　
願

O
老
人
医
療
費
の
定
率
患
者
負
担
の
導
入
に
関
す

特
別
区
制
度
の

改
革
に向

け
て

　
今
、
世
田
谷
区
を
は
じ
め
2
3
区
は
、
自
治
権

拡
充
の
た
め
、
現
在
の
特
別
区
制
度
を
改
め
る

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
区
議
会
で
も
、
特
別
区
制
調
査
特
別
委
員
会

が
中
心
に
な
っ
て
検
討
を
進
め
、
実
現
の
た
め

の
方
策
を
提
言
す
る
な
ど
、
改
革
に
向
け
て
努

力
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
区
長
会
の
「
『
特
例
』

市
構
想
」
、
都
制
度
調
査
会
の
「
新
し
い
都
制
度

の
あ
り
方
」
の
二
つ
の
提
案
が
あ
り
ま
す
。

る
陳
情

0
高
齢
者
の
プ
ー
ル
使
用
料
無
料
化
に
関
す
る
請

　
願

Q
社
会
福
祉
施
設
の
措
置
費
等
の
国
庫
負
担
率
に

関
す
る
陳
情

O
老
人
医
療
の
無
料
化
復
活
等
に
関
す
る
請
願

目
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
七
件

O
仮
称
田
園
調
布
共
同
住
宅
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
東
玉
川
一
丁
目
4
1
）

○
共
同
庄
宅
建
設
に
関
す
る
請
願
（
経
堂
四
丁
目

39
）

O
子
供
た
ち
の
遊
び
場
確
保
に
関
す
る
講
願
（
成

　
城
・
喜
多
見
地
区
）

O
失
対
就
労
者
夏
季
手
当
等
に
関
す
る
請
願

0
失
対
就
労
者
夏
季
手
当
に
関
す
る
請
願

O
失
対
就
労
者
夏
季
手
当
に
関
す
る
請
願

O
失
業
対
策
事
業
の
六
十
五
歳
線
引
き
に
反
対
す

る
請
願

■
下
水
道
促
進
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

O
下
水
道
施
設
の
普
及
に
関
す
る
請
願

　
こ
の
ほ
ど
、
2
3
区
の
区
長
会
、
議
長
会
の
合
同

会
議
が
開
か
れ
、
「
特
別
区
制
度
改
革
の
基
本
的
方

向
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
「
基
本
的
方
向
」
を
も
と
に
、

特
別
区
全
体
が
共
同
歩
調
を
と
り
、
東
京
都
と
の

△
口
意
に
向
け
て
、
さ
ら
に
運
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
「
特
別
区
制
度
改
革
の
基
本
的
方

向
」
の
主
な
内
容
と
、
今
ま
で
の
自
治
権
拡
充
の

あ
ゆ
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
特
別
区
制
度
改
革
の
基
本
的
方
向
」

　
　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
庄
民
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
基
礎
的
自
治
体
と
し

　
て
特
別
区
を
普
通
地
方
公
共
団
体
に
改
め
、
こ

　
れ
に
よ
り
、
行
政
の
体
質
改
善
と
、
住
民
サ
ー

　
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

O
区
民
の
理
解
と
支
持
を
得
る
た
め
、
P
R
に
努

　
め
る
。
特
別
区
の
名
称
は
市
的
名
称
を
め
ざ
す
。

O
住
民
に
身
近
な
仕
事
は
、
極
力
区
が
処
理
で
き

　　するための

促進大会スローガン

　　／
　こ　ぺ
／・＼

　　○身近な行政でゆたかな暮し

　　O財源を確保して「市」に昇格

一　〇特別区を「市」にして更に発展

争、覗・・鯉　　嘘1一蕪麟簿添趨．再’

〆

．昂藏

　
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
都
と
区
の
役
割
分
担
を

再
検
討
す
る
。

○
都
区
財
政
調
整
制
度
を
改
め
、
財
政
自
主
権
を

確
立
す
る
。

O
区
の
廃
置
分
合
や
境
界
変
更
等
を
、
区
自
ら
発

　
議
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ー

O
都
区
合
意
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
2
3
区
一
致

　
し
て
ま
い
進
す
る
。

な
ぜ
「
制
度
改
革
」
が
必
要
な
の
か

　
特
別
区
は
、
0
0
市
と
呼
ば
れ
て
い
る
自
治
体

と
違
い
、
「
特
別
地
方
公
共
団
体
」
と
さ
れ
、
制
度

や
仕
事
で
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
ゴ
ミ
の
収
集
や
運
搬
、
児
童
相
談

所
の
設
置
な
ど
、
本
来
、
庄
民
に
身
近
な
自
治
体

が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
、
東
京
都
の

仕
事
と
な
っ
て
い
た
り
、
財
政
面
で
も
、
「
都
区
財

政
調
整
制
度
」
と
い
う
、
都
が
財
政
上
、
区
政
に

関
与
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る
な
ど
、
区
の
自
主
的

な
行
財
政
運
営
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

砂
萎
δ
民
語
と
伝
叡
覗

▼
▼
　
よ
し
ざ
わ

．
吉
沢
の
カ
ワ
ウ
ソ

▼
　
　
　
　
　
　
た
い
ぎ
よ
　
　
　
　
　
み
ま
い

”
　
　
大
魚
で
お
見
舞

ワ
▼
　
そ
の
年
も
藤
の
熟
る
の
が
遷
い
暗
で
し
た
。

ワ
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
駐
や
熾
の
椴
物
に
勢
い

ワ
｝
が
つ
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
三
、
四
年
耀
い
て
假
慰

▼
が
慰
く
、
ど
こ
の
家
で
も
蟹
を
な
が
め
て
、
帥

▽
が
照
る
の
を
律
ち
響
む
印
如
で
し
た
。

｝
鷺
欝
の
盃
黙
の
吉
沢
奢
、
雪

▼
帥
く
湘
が
窩
た
く
、
ヒ
エ
や
ア
ワ
ま
で
も
が
備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　　　　　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　｝　　　　　　　▼　　　　　　｝　　　　　▼　　　　▼　　　▼　　Ψ　▼▼

び
な
い
日
が
綿
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
ろ
、
吉
沢
の
厭
廉
、
溜
言
の
腐
の

ミ
ヨ
に
裾
め
て
の
雰
の
子
が
歯
ま
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ヨ
は
、
そ
の
子
を
一
．
蛋
餓
甜
に
藤
て
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
子
は
ぐ
ず
つ
い
て
泣
く

こ
と
が
墾
い
の
で
す
。
ミ
ヨ
の
瓢
が
恩
り
な
い

皿
鐸
藩
書
汐

　
制
度
改
革
の
目
的
は
、
現
在
の
区
と
都
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、
地
域
の
様
々
な
問
題
を
、
区

が
自
ら
の
判
断
と
貴
任
で
解
決
で
き
る
権
限
と
能

力
を
備
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
制
度
改
革
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
支
持
を
得
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑱
！
，
・
｛

4
・
，
q
そ
・
，
q
i
・
・
i
，
・
…
i
・
i
ζ
9

文
・
桜
井
正
信
絵
・
柳
原
雅
子

す
。
そ
れ
も
、
我
が
子
と
ま
っ
た
く
同
じ
声
な
の

で
す
。

　
ミ
ヨ
は
我
が
子
の
秘
薦
を
確
か
め
て
、
そ
っ
と

麗
の
和
爵
を
腸
け
、
泣
き
声
の
が
へ
得
っ
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
野
川
か
ら
B
っ
た
ず
ぶ
ぬ
れ
の

カ
ワ
ウ
ソ
が
、
鳳
屠
も
の
コ
イ
や
フ
ナ
な
ど
の
却

き
な
魚
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
カ

ワ
ウ
ソ
は
、
ミ
ヨ
を
励
る
と
蛮
“
し
た
榔
子
で
逓

寄
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ミ
ヨ
は
そ
の
カ
ワ
ウ
ソ
の
醗
に
齢
い
脅
霞
が
あ

る
の
を
見
侍
け
、
は
っ
と
慰
を
飾
み
ま
し
た
。
四

年
ほ
ど
前
、
野
川
が
は
ん
ら
ん
し
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
け
が
を
し
て
、
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
た
カ

ワ
ウ
ソ
を
、
ミ
ヨ
が
儘
か
く
鋼
撚
し
て
や
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
カ
ワ
ウ
ソ
だ
っ

た
の
で
す
。

　
カ
ワ
ウ
ソ
は
、
並
べ
た
魚
の
中
か
ら
と
り
わ
け

大
き
い
の
を
↓
励
く
わ
え
、
ミ
ヨ
に
灘
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
日
か
ら
、
膨
拠
カ
ワ
ウ
ソ
が
コ
イ
や
継
魚

を
ミ
ヨ
の
家
に
選
ん
で
く
れ
ま
す
。
お
か
げ
で
、
ミ

ヨ
の
乳
は
た
っ
ぷ
り
と
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
世
田
谷
区
議
会
は
、
「
住
民
の
身
近

な
行
政
は
、
身
近
な
自
治
体
が
行
う
」
と
い
う

当
り
前
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
層
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
区
民
の
皆
さ
ん
の
む
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
ρ

D罵o濡
■
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562
地
方
自
治
法
の
施
行
と
と
も
に
、
特
別
区
が
誕
生

区
長
公
選
制
廃
止

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
福
祉
事
務
所
や
事
務
の
一
部
が
都
か
ら

移
管
さ
れ
る

区
長
公
選
制
が
復
活
、
保
健
所
の
事
務
な
ど
が
都
か
ら
移
管
さ
れ
る

特
別
区
政
調
査
会
、
第
一
次
～
第
四
次
答
申
を
特
別
区
長
会
に
提
言

特
別
区
政
調
査
会
、
第
五
次
答
申
「
『
特
例
』
市
構
想
」
を
特
別
区
長
会

に
提
言

特
別
区
を
市
に
す
る
促
進
大
会
（
主
催
・
2
3
区
議
会
）
を
開
催

都
制
度
調
査
会
、
「
新
し
い
都
制
度
の
あ
り
方
」
を
都
知
事
に
提
言

区
長
会
、
議
長
会
が
特
別
区
制
度
改
革
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
合
意
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｝
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幽
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▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
こ
の
諮
が
禮
に
侭
わ
る
と
、
乳
の
出
な
い
人
齢

た
ち
が
、
ミ
ヨ
の
家
に
魚
を
分
け
て
も
ら
い
に
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
な
し
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
そ
ん
な
時
、
村
の
女
衆
は
、
・
豊
に
礼
を
渡
そ
叡

う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
ミ
ヨ
は
決
し
て
受
け
（

』
取
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
　
　
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

「
野
川
の
カ
ワ
ウ
ソ
は
、
な
ま
な
か
の
人
よ
り
6

も
惰
を
知
っ
て
い
ま
す
。
赤
ん
坊
の
声
で
泣
く
創

カ
ワ
ウ
ソ
は
、
わ
た
し
の
育
て
た
子
麗
と
同
じ
虚

で
す
。
で
す
か
ら
、
赤
ん
坊
の
声
を
出
す
の
で
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
心

す
。
ど
う
か
カ
ワ
ウ
ソ
を
捕
ら
な
い
で
く
だ
さ
虚

い
」
と
言
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
赤
ん
坊
の
声
で
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

泣
く
カ
ワ
ウ
ソ
を
構
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
一

の
が
、
村
の
隊
黙
の
撚
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
心

　
　
　
※
吉
沢
は
今
の
鎌
田
あ
た
り
で
す
。
　
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

囹
議
員
の
辞
職
と
会
派
構
成
の
変
更

　
宍
戸
鉄
男
議
員
（
自
民
）
、
高
橋
八
重
子
議
員
（
自

民
）
、
大
沢
孝
明
議
員
（
公
明
）
は
、
6
月
2
7
日
区

議
会
議
員
を
辞
職
し
た
。
こ
れ
で
、
区
議
会
の
会

派
構
成
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

自民24
8
　
　
6
　
　
ハ
○
　
　
り
Q
　
　
り
D
　
　
1
　
　
1

明
産
会
社
ク
ク
ク

　
　
　
　
　
　
　
民

　
　
　
　
　
　
　
社
社
活

公
共
社
民
無
民
生

52

3）

　
　
員

計　
　
欠

O
白
い
雲
の
峰
々
が
変
化
に
乏
し
い
都
会
の
空
に
、

　
ア
ル
プ
ス
を
呼
び
寄
せ
る
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
幻
、
高
原
の
よ
う
に

　
涼
し
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
暑
さ

　
に
マ
ケ
ズ
お
過
む
し
く
だ
さ
い
。

O
目
の
ご
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
区
議
会
だ
よ

　
り
の
テ
ー
プ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
利

　
用
方
法
、
そ
の
ほ
か
区
議
会
に
関
す
る
お
問
い

　
合
わ
せ
な
ど
、
区
議
会
事
務
局
調
査
係
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
（
覗
と
一
一
一
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